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表気候変動の影響と適応策

影響の要因

現在の状況と将来予測

適応策

現在のサケの分布域と地球温暖化予測 A1B における
サケの分布域の比較

出典：農林水産省 農林水産技術会議事務局（2016）

現在、海洋生活初期の高水温によっ
て回帰率（母川に帰ってくる割合）
が低下している地域がみられる。

将来の分布面積は、 A1B シナリオに基づく予測でサケの夏
季～秋季は現在よりも縮小するのに対し、冬季～春季は現
在よりも拡大すると推定されている。温暖化の負の影響は 
2050 年以降に顕著になる可能性が高い。また、温暖化時
の回帰ルートは現在の回帰ルートとは異なる可能性がある。
放流適水温（5－ 10°C）の範囲が消失する地域がある一方、
北海道では長期化するとの予測がある。

日本近海では、水温が過去 100 年の
間に平均約 1℃上昇した。海水温の上
昇や上昇パターンの変化は、シロザ
ケの分布域に変化をもたらす。

短期的には、回帰率の低下や収穫量の減少に対して、放流時期の最適化、野生魚の保全等を行う。長期的には、
地域によっては回遊ルートの変化等への対策検討を行うことが考えられる。

現在～ ～長期

回帰率の低下等 回帰ルートの変化等

増殖技術の改善 野生魚の保全・河川環境整備 将来に向けた対策検討

時期

影響

分類

■降河時（川→海）
降河稚魚数の増加
（野生魚割合を高める）

■そ上時（海→川）
資源管理による親魚量の確保

■放流方法の改善
放流する稚魚の大きさ、放流
時期等を改善する

■種苗飼育管理の改善
稚魚に与える飼料の改善等を行う

■野生魚の資源・
個体群維持

■養殖や代替種等の検討
将来予測によっては、
養殖や代替種等の対策検討

多様な自然環境下で育った野
生魚を引き続き保全

現在（11月） 2095年（11月）

◀海

自然産卵

河川環境等の整備

緑の領域はサケの分布域、青線：南限水温、赤線：南限塩分
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シロザケ
時期

方法

効果

コスト

所要時間

裏

現在～

回帰率向上効果：中 回帰率向上効果：中 収量減への効果：中

高 高中

中期（回帰まで 3～5年）

ー回帰率向上効果：中

中

現在～ 現在～ 現在～ 長期

低

～長期

将来に向けた 
対策検討分類

増殖技術の改善

種苗飼育管理の改善 放流方法の改善 降河時（川→海） そ上時（海→川）

野生魚の保全・河川環境整備

【参考文献】環境省（ 2 0 2 0 ）「気候変動影響評価報告書（詳細）」h t t p : / / w w w . e n v . g o . j p / p r e s s / fi l e s / j p / 1 1 5 2 6 2 . p d f 、環境省  地域適応コンソーシアム事業  北海道・東北地域事業（ 2 0 2 0 ）「海水温の上昇等によるシロザケ等の漁獲量への影響に関する調査」 
https://adaptation-platform.nies.go.jp/conso/adaptation/pdf/hokkaido-tohoku/hokkaido-tohoku_FinalReport_0103.pdf、帰山雅秀（2011）「気候変動とサケ資源について」https://www.hro.or.jp/list/environmental/research/ies/HSCC/forum201102/pdf/4.pdf 、黒川 忠英（2018）「サーモン養殖の現状と課題」
https://www.fra.affrc.go.jp/cooperation/knowledge_platform/salmon_sub/1st_session/files/1.pdf、水産庁漁港漁場整備部 （2017）「気候変動に対応した漁場整備方策に関するガイドライン」https://www.jfa.maff.go.jp/j/gyoko_gyozyo/g_hourei/attach/pdf/index-42.pdf、水産庁漁港漁場整備部・林野庁森林整備部・国
土交通省河川局（2004）「森・川・海のつながりを重視した豊かな漁場海域環境創出方策検討調査報告書」https://www.mlit.go.jp/river/press_blog/past_press/press/200401_06/040427/040427report.pdf、永沢亨（2014）「さかなの変化Ⅰサケ（気候変動に対応した循環型食料生産等の確立のためのプロジェクト研究発表資
料 ） 」 https://www.naro.affrc.go.jp/org/niaes/ccaff/conference2014/images/seika20141204_fishery.pdf、農林水産省 農林水産技術会議事務局（2016）「気候変動に対応した循環型食料生産等の確立のためのプロジェクト」https://agriknowledge.affrc.go.jp/RN/2039017854.pdf、森田健太郎（2015）「SALMON情報水温に
左右されるサケ科魚類の生活」http://salmon.fra.affrc.go.jp/kankobutu/srr/srr009_p03-11.pdf、森田健太郎（2020）「サケを食べながら守り続けるために」 https://www.jstage.jst.go.jp/article/suisan/86/3/86_WA2730/_pdf/-char/ja

【現時点の考え方】高水温によって回帰率が低下してきている地域もみられる。地域毎に課題や状況が異なり、海洋環境等により最適な適応策も異なるため、地域の状況に応じた対策が必要となる。

【気候変動を考慮した考え方】A1B シナリオに沿ったシミュレーションによると、2050 年までの温暖化環境変化はサケにとってマイナス面が多いものの、越冬期における分布可能域の拡大というプラスの面も想定され
る（永沢 2014）。放流の最適化等の手法により、影響を軽減させていく手法が考えられる。今世紀末頃になると分布域が大幅に減少するなどマイナスの影響が明らかに大きくなると想定される。特に来遊が見込めなく
なる地域では、漁法や魚種の転換や地域産業の再構築等の対策を検討・準備していく必要がある。

【気候変動を考慮した準備・計画】回遊性魚介類において、魚獲量の変化及び地域産業への影響に関しては、資源管理方策等の地球温暖化以外の要因も関わることから不確実性が高く（環境省 2020）、資源管理等を含
めた様々な手法を用い、対策の評価を踏まえて計画の見直しを行うことによって、柔軟に適応を進めていく必要がある。

適応策の
進め方

現在、そ上・成熟した親魚から良
質な種卵を確保する努力が行われ
ている。その卵から発生させた稚
魚に与える飼料の改善などが考え
られる。

［ 飼料・飼育法改善 ］
飼料を改善し、健康で遊泳力があ
り、飢餓耐性のある種苗の生産努
力が行われている。

地域の海洋環境特性やふ化場の特性に合わせた対
応を行う。 

［ 放流の早期化等 ］
地域に見合った放流サイズ、放流時期の見直し。
（現在の放流適期は、沿岸水温が 5℃～ 10℃の間
とされている。河川水温が 5℃上昇した場合、稚
魚の生産時期と放流時期を現在より約 1 ～ 1.5 か
月早める必要があるという試算もある。）

［ 産卵回遊時期の遅い群れの比率の増加 ］
早期回帰群の多い地域では、秋季の高水温化対策
として産卵回遊時期の遅い群の比率を増やす（永
沢 2014）。

［ 一極集中でない放流 ］
温暖化に伴う四季の２極化と水温の上昇・降下の
激化に備え、一極集中ではない放流体制を整備（永
沢 2014）。

野生魚（自然産卵由来）は放流魚（人
工ふ化）に比べて環境変化に対する
適応力が高いとされる。したがって
一定レベルの野生魚を保全しておく
必要がある。

［ 降河稚魚数の増加（野生魚
割合を高める） ］

・放流数には上限がある為、野生魚
を増加させて水産資源としての積
極的な利用を図る。

・野生魚への漁獲率を低くする為、
稚魚を海中放流し沿岸漁獲されや
すくする等。

［ 資源管理による親魚量の確保 ］
・幼稚魚の放流は行うが回帰親魚は捕
獲しない非捕獲河川等を設定。

・河川捕獲はふ化事業の種卵確保に必
要な親魚数（＝人工ふ化放流計画数）
に留め（森田 2020）、親魚捕獲数を
抑制する。

［ 河川環境等の整備 ］
そ上・産卵しやすい河川及び周囲の環
境を整備する。
・魚道の設置・管理
・自然産卵環境の維持や改善
・多自然護岸 
・河川浄化
・森林管理　等

［ 野生魚の資源・個体群維持 ］
親魚ストックとして利用するため自
然環境下で自然選択がかかっている
野生魚の資源・個体群を維持する。 

［ 養殖や代替種等の検討 ］
例：さけます類の養殖

・高温耐性があるサクラマス、ギン
ザケ、ニジマス等を飼育。

・サーモンの生食市場が拡大する中、
「ご当地サーモン」としてブラン
ド化し、販売。
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